
佐賀北部地区農福連携推進
ネットワークから広がる佐賀の
農福連携の取組について
佐賀北部地区農福連携推進ネットワーク
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法人概要

設立 平成１４年 佐賀市作業所連絡協議会として発足
平成１７年 佐賀市障がい者ふくしネットへ名称変更
平成２２年 ＮＰО法人設立 現在の名称へ

加盟事業所数 ２９法人 ４５事業所（令和３年１月現在）
(佐賀市及び小城市）

イベント開催（きらめきフェスタ）、研修会、情報交換会

●佐賀市障がい者就労支援施設等異業種連携推進事業
●佐賀市営自転車駐輪場（指定管理事業）

活動目的

障がい者就労支援事業所に通所する障がい者の方の、より良い生活と

自立・社会参加を目指し、明日への希望を持って生きるということを

多くの方に知っていただきたいと願い、支援する活動を行っています。

佐賀市補助事業

佐賀市障がい者就労支援施設等異業種連携推進事業

農福連携による地域課題の解決に向けた取り組み、販売促進会の開催

（年1回）、常設販売所の運営、インターネットショッピング、官公

庁及び民間事業者からの受注の促進



障害者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画

を実現していく取り組みです。農福連携に取り組むことで、障害者等の就労や

生きがいづくりの場を生み出すだけでなく、担い手不足や高齢化が進む農業分

野において、新たな働き手の確保につながる可能性もあります。
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農水省HPより

Ｂ型事業所の平均工賃
月額19,260円

（2019年県障害福祉課調べ）

「人手不足である」と回答した
農家の割合50％

（2018年県園芸課調べ）
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背景

農福！

佐賀市

N P O法人佐賀中部障がい者ふくしネット

どうやって
農福連携？



富士町

作業が

間に合わない

背景 どうやって

労働力補完？
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富士町

シルバー 福祉事業所

JA 普及



富士町

背景

どうやって

労働力補完？
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委

託

農福！

佐賀市

JA 普及
ふくしネット

どうやって

農福連携？



体制
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普及

福祉事業所

情報交換・連携
JAふくしネット

農家

契約

佐賀県障害福祉課、農産課
佐賀中部農林事務所農政課
佐賀市障がい福祉課、農業振興課、富士支所

佐賀北部地区農福連携推進ネットワーク

(佐賀市)



農福連携受委託
マニュアル
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佐賀県内で農福連携をうまく進めていく時に必要な
ポイント・役割・心構え等をまとめたもの



• 10時～15時以内でできる作業

• 天候に左右されない作業

• 連携は委託作業（利用者へ直接指導をしない）

• 職業指導員を一人の労働者として考えない

• パートの方など、他の健常者と同じ場所で作業をしない

• 判断が必要な作業は向かない

• 工程を分けると取り組めることがある（工程の細分化）

• ハサミ等が使える方も多くいる

マッチングのために

理解しておきたいこと１

Agriculture
Welfare

ポジティブな声かけはwelcome！



マッチングのために

理解しておきたいこと２
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• 農家は雇用経験のない人が多い

• 農家は契約書（仕様書）作成も難しい

• 休憩場所とトイレの確保

• 作業環境の改善、作業の見える化

• 工賃の計算方法

• （交通費は基本的に支給していない）



誰が、どの時期にどのような作業で、

どのくらい労力が不足しているか調査

する。

「障がい者に仕事を与えている」という

感覚だと連携がうまくいかないため、

「労力を補完してもらう」という意識付

けにも、農家のニーズからスタートする

ことが大事！

個別に依頼・提案の場合もある

農家への
ニーズ調査

施設外就労マッチングの流れ
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農業普及員

コーディネーター

のサポート 代替 、

マッチング

コーディネーター

福祉・障がい者雇用に

詳しい

JA

農家・農作業に

詳しい

JA、普及、福祉コーディネータの３者で労力

補完を希望する農家（選果場）へ行き、作業

内容・作業期間・作業環境等の確認を行う

施設外就労マッチングの流れ
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作業内容の確認・単価の設定

作業の細分化や見える化等を検討する

健常者の作業量を基準に単価を設定する

工賃は基本的に出来高払いで計算する。でき

ないときは時給計算も。



福祉事業所への

作業募集

1. 作業内容を福祉事業所に一斉送信し、希望する事業所からはFAX

で申込書を送ってもらう

2. または、作業内容や距離等考慮し、直接事業所へ連絡することも
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施設外就労マッチングの流れ



施設外就労マッチングの流れ
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作業体験会の

開催

農家の「できるの？」

福祉の「できるかな？」

両方を解消する機会になる。

関係者の見学もWelcom！

部会への見学呼びかけも。



施設外就労マッチングの流れ
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作業環境

動線の確保

作業の見える化

障害者が作業しやすい

「ホウレンソウを階級別に仕分け
して袋詰めする」

視覚的に捉えやすくすると
作業が理解しやすくなる！
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トマトを階級ごとに分ける

トマトの調整作業

階級ごとのトマトを箱に入れる C品の判別写真

品と 品で色分けをし、境目を分かり

やすくすることで、作業効率

階級ごとに箱の詰め方が違うため、図

と数字で分かりやすく表示した

品の拡大写真を掲示し確認できるよ

うにした
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菊の穂を１マスに2本ずつ定植する作業

見える化は、交代で働く福祉事業所指導員の引継ぎにも役立
つ！
作業効率UPにもひと工夫を！
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ミカンの摘蕾をする

最後の仕上げだけ園主さんに
行ってもらえばいい！

「どの枝も先端２つだけ花を残して、
残りの花は全て落としてくださ
い。」



契約

農家は契約に不慣れなことが多いので

ＪＡ、普及、コーディネーターが立ち合いのもと行う
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施設外就労マッチングの流れ

福祉事業所の働き方、

障がい者との関わり方等はしっか
り伝えておこう！



• 自立に向けた収入の向上

• 自分が住む地域での社会進出

• 野外作業を通した身体的、精神的安定

• 自分の個性を農家が受け入れてくれる喜び

• 継続した作業の受託による技術の向上と、

慣れた仕事・場所への安心感
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農福連携がうまくいくと

福祉×農業

• 労力不足の解消

• 農業を通じた、地域への社会貢献

• 規模拡大化

• 障がい者に対する理解

• 継続的な農業パートナーの獲得

• 農業が続けられる
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これまでの取り組み実績
地区 作業内容/作業月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北部 ホウレンソウ調整

北部 パセリハウス管理

北部 パセリ移植

北部 パセリ定植

北部 トマト調整

脊振・三瀬 ピーマンヘタ切り

脊振・三瀬 ピーマン収穫

大和 みかん摘蕾

大和 すももパック詰め

大和 玉ねぎ根切り葉切り

大和 アスパラハウス除草

大和 アスパラガス茎葉片づけ

大和 みかん収穫時カゴ交換

大和 デコポンセンサー選果

大和 デコポン袋入れ、シール貼り

大和 アスパラハウス堆肥置き

大和 アスパラハウス畝崩し

川副 菊定植

作業した事業所の数は１５事業所



取り組みから見えてきた

課題
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• 農家と福祉事業所、互いにイメージが先行してしまい、「難

しい」「できない」と感じ実施に躊躇することがある

• 天候に左右される作業や、生育ステージにより直前まで日程

が決まらない作業が多い

• 作業現場までの距離が遠いと、手を挙げる福祉事業所が少な

い

• 作業委託や雇用経験のない農家が多く、マッチング以降の契

約や作業環境の整備など、フォローする体制整備が重要


